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議
案

七

（
補
論
）
三
井
合
名
会
社
社
員
総
会
議
案

一

三
井
合
名
会
社
の
理
事
会
に
つ
い
て

一
九
一

（
大
正
七
）
年
一
月
二
二
日
の
定
款
・
業
務
規
程
・
事
務
細
則
の
改
定
に
よ
っ
て
、
三
井
合
名
会
社
に
新
た
に
理
事
会
が
設
置

さ
れ
た
。
理
事
会
設
置
に
よ
り
、
三
井
合
名
会
社
に
お
け
る
意
思
決
定
機
構
は
第
１
図
左
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
た
。
三
井
合
名
会
社
の
最
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高
議
決
機
関
は
三
井
一
一
家
の
当
主
で
あ
る
社
員
が
構
成
員
と
な
る
社
員
総
会
で
あ
っ
た
。
社
員
総
会
に
提
出
す
べ
き
事
項
は
、
業
務
規
程

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た１

）
。

（
業
務
規
程
）

第
三
条

左
ノ
事
項
ハ
社
員
総
会
ニ
提
出
シ
テ
其
決
議
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

一

当
会
社
ノ
事
業
ノ
伸
縮
興
廃
其
他
重
要
ナ
ル
営
業
ノ
方
針
ニ
関
ス
ル
件

二

当
会
社
ノ
理
事
長
、
副
理
事
長
及
理
事
ノ
任
免
ニ
関
ス
ル
件

三

当
会
社
ノ
常
務
理
事
ノ
任
命
又
ハ
解
任
ニ
関
ス
ル
件

四

当
会
社
カ
主
ナ
ル
株
主
タ
ル
諸
会
社
ニ
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
問
題
ニ
就
キ
当
会
社
ノ
態
度
ヲ
定
ム
ル
件

五

重
要
ナ
ル
不
動
産
、
有
価
証
券
及
其
他
ノ
財
産
ノ
得
喪
ニ
関
ス
ル
件

六

重
要
ナ
ル
訴
訟
又
ハ
重
要
ナ
ル
契
約
ノ
締
結
ニ
関
ス
ル
件

七

其
他
事
態
重
大
ナ
ル
モ
ノ
並
ニ
社
員
総
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
社
員
総
会
ニ
提
出
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
定
メ
タ
ル
件

「
重
要
ナ
ル
」
も
の
の
解
釈
次
第
で
は
社
員
総
会
へ
の
提
出
案
件
の
範
囲
は
い
か
よ
う
に
も
広
げ
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
社
員

総
会
の
開
催
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
の
組
織
改
革
前
は
年
に
数
回
程
度
で
あ
り２

）
、
そ
こ
に
附
議
さ
れ
る
案
件
は
、
三
井
合
名
会
社

の
決
算
、
定
款
・
業
務
規
定
等
の
改
定
、
重
役
待
遇
人
事
案
件
、
新
規
子
会
社
の
設
立
な
ど
ご
く
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。

三
井
合
名
会
社
の
定
款
に
は
「
当
会
社
ノ
業
務
ハ
業
務
執
行
社
員
ノ
過
半
数
ノ
決
議
ニ
依
リ
之
ヲ
執
行
ス
」（
第
十
五
条
）
と
あ
り
、
業

務
規
程
に
お
い
て
は
「
社
長
ハ
業
務
執
行
社
員
ノ
決
議
ニ
依
リ
当
会
社
ノ
業
務
ヲ
執
行
シ
当
会
社
カ
主
ナ
ル
株
主
タ
ル
諸
会
社
ノ
事
業
ヲ
監

察
シ
且
当
会
社
及
当
会
社
カ
主
ナ
ル
株
主
タ
ル
諸
会
社
相
互
間
ニ
於
ケ
ル
業
務
ノ
連
絡
統
一
ヲ
図
ル
ヘ
シ
」（
第
一
条
）
と
さ
れ
、
重
要
案
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第１図 三井合名会社と三井財閥の意思決定制度
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件
に
関
す
る
意
思
決
定
も
、
特
に
社
員
総
会
の
議
決
を
要
す
る
と
定
め
ら
れ
た
も
の
以
外
は
、
業
務
執
行
社
員
の
決
議
に
よ
っ
て
な
し
う
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

業
務
執
行
社
員
会
と
理
事
会
に
つ
い
て
は
事
務
細
則
で
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た３

）
。

（
事
務
細
則
）第

一
章

業
務
執
行
社
員
会

第
一
条

業
務
執
行
社
員
カ
決
議
ス
ヘ
キ
事
項
ハ
業
務
執
行
社
員
会
ヲ
開
キ
テ
之
ヲ
協
議
ス
但
場
合
ニ
依
リ
社
長
ハ
適
宜
ノ
方
法
ヲ
以
テ
各
業
務
執

行
社
員
ノ
意
見
ヲ
徴
シ
決
議
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
条

業
務
執
行
社
員
会
ハ
必
要
ニ
応
シ
テ
社
長
之
ヲ
招
集
ス
各
業
務
執
行
社
員
ハ
業
務
執
行
社
員
会
ノ
招
集
ヲ
社
長
ニ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
三
条

業
務
執
行
社
員
会
ニ
於
ケ
ル
議
案
ノ
説
明
ハ
理
事
長
ヲ
シ
テ
之
ヲ
為
サ
シ
ム
但
事
宜
ニ
依
リ
常
務
理
事
ヲ
シ
テ
之
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア

ル
ヘ
シ

第
四
条

定
款
第
十
五
条
第
二
項
ニ
依
リ
社
長
カ
専
行
シ
タ
ル
事
務
ノ
内
主
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
業
務
執
行
社
員
会
ニ
於
テ
之
ヲ
報
告
ス
ヘ
シ

第
二
章

理
事
会

第
五
条

社
長
ハ
理
事
長
、
副
理
事
長
及
理
事
ヲ
シ
テ
理
事
会
ヲ
開
カ
シ
メ
業
務
執
行
社
員
会
ニ
提
出
ス
ヘ
キ
議
案
及
其
他
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議

セ
シ
ム

第
六
条

理
事
長
ハ
理
事
会
ノ
議
事
ヲ
司
リ
其
経
過
ヲ
社
長
ニ
報
告
ス

こ
こ
で
は
、
理
事
会
は
業
務
執
行
社
員
会
に
先
立
つ
事
前
審
議
の
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
業
務
執
行
社
員
会
が
理

事
会
の
決
定
を
追
認
す
る
性
格
を
強
め
て
行
き
、
理
事
会
が
三
井
合
名
会
社
（
そ
し
て
三
井
財
閥
）
に
お
け
る
実
質
的
な
最
高
意
思
決
定
機
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関
と
し
て
の
役
割
を
は
た
す
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る４

）
。

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

月
五
日
に
定
款
・
業
務
規
程
・
事
務
細
則
の
大
幅
な
改
定
が
な
さ
れ
た５

）
。
こ
の
改
定
に
よ
り
業
務
執
行
社
員

は
廃
止
さ
れ
、
副
社
長
（
二
名
以
内
）
が
設
置
さ
れ
た
。
定
款
に
お
け
る
「
当
会
社
ノ
業
務
ハ
業
務
執
行
社
員
ノ
過
半
数
ノ
決
議
ニ
依
リ
之

ヲ
執
行
ス
」
と
の
規
定
は
「
当
会
社
ノ
業
務
ハ
社
長
及
副
社
長
ノ
協
議
ニ
依
リ
之
ヲ
執
行
ス
」
と
改
め
ら
れ
、
従
来
の
業
務
規
程
第
一
条
も

「
社
長
ハ
当
会
社
カ
主
ナ
ル
株
主
タ
ル
諸
会
社
ノ
事
業
ヲ
監
察
シ
且
当
会
社
及
当
会
社
カ
主
ナ
ル
株
主
タ
ル
諸
会
社
相
互
間
ニ
於
ケ
ル
業
務

ノ
連
絡
統
一
ヲ
図
ル
ヘ
シ
」（
第
二
条
）
と
変
更
さ
れ
た
。
業
務
執
行
社
員
会
に
代
わ
っ
て
社
長
協
議
会
（
社
長
・
副
社
長
で
構
成
）
が
開

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
理
事
会
に
つ
い
て
は
、
業
務
規
程
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た６

）
。

（
業
務
規
程
）第

三
章

理
事
会

第
四
条

社
長
ハ
常
務
理
事
及
特
ニ
命
シ
タ
ル
理
事
ヲ
シ
テ
理
事
会
ヲ
開
カ
シ
メ
当
会
社
及
関
係
会
社
ノ
業
務
ニ
関
ス
ル
重
要
事
項
ヲ
協
議
シ
且
其

連
絡
統
一
ヲ
図
ラ
シ
ム

第
五
条

常
務
理
事
ハ
理
事
会
ノ
議
事
ヲ
整
理
シ
其
経
過
ヲ
社
長
ニ
具
申
ス

前
条
ノ
理
事
ハ
随
時
其
所
見
ヲ
社
長
ニ
開
陳
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

（
中
略
）

第
五
章

常
務
理
事

第

条

常
務
理
事
ハ
社
長
ヲ
補
佐
シ
旨
ヲ
受
ケ
テ
当
会
社
ノ
事
務
ヲ
掌
理
ス

第
六
章

理
事

第
九
条

社
長
ハ
特
ニ
命
シ
タ
ル
理
事
ヲ
シ
テ
理
事
会
ニ
出
席
セ
シ
メ
其
ノ
審
議
ニ
参
画
セ
シ
ム
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社
長
ハ
前
項
以
外
ノ
理
事
ヲ
シ
テ
当
会
社
内
ノ
事
務
ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

従
来
の
事
務
細
則
に
よ
る
設
置
が
業
務
規
程
で
の
設
置
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
業
務
執
行
社
員
の
廃
止
に
よ
り
、
理
事
会
は
社
長
の
命

を
う
け
て
「
当
会
社
及
関
係
会
社
ノ
業
務
ニ
関
ス
ル
重
要
事
項
ヲ
協
議
」
す
る
機
関
と
さ
れ
、
ま
た
「
其
連
絡
統
一
ヲ
図
」
る
執
行
機
関
と

し
て
の
位
置
づ
け
も
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
意
思
決
定
過
程
と
し
て
は
業
務
執
行
社
員
制
度
時
代
と
大
き
な
変
化
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、
理
事
会
は
常
務
理
事
と
特
に
命
じ
ら
れ
た
理
事
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
理
事
全
員

が
参
加
す
る
機
関
で
は
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
時
に
理
事
長
・
副
理
事
長
に
関
す
る
規
程
は
廃
さ
れ
、
常
務
理
事
が
専
門
経
営
者
の
ト

ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
事
務
細
則
の
改
定
に
よ
り
三
井
合
名
会
社
の
「
常
務
ニ
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
」
を
審
議
す
る
た
め
常
務
会
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
団
理
事
長
の
死
後
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
常
務
会
（
第
一
回
が
一
九
三
二
年
三
月
一
六
日
）
を
制
度
と
し
て
認
知
す
る
も
の
で
あ
っ
た７

）
。

（
事
務
細
則
）第

一
章

常
務
会

第
一
条

社
長
ハ
常
務
理
事
及
主
事
ヲ
シ
テ
常
務
会
ヲ
開
カ
シ
メ
当
会
社
ノ
常
務
ニ
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
審
議
セ
シ
ム

第
二
章

主
事

第
二
条

当
会
社
ニ
主
事
若
干
名
ヲ
置
ク

第
三
条

主
事
ハ
社
長
及
常
務
理
事
ノ
命
ヲ
承
ケ
テ
当
会
社
内
ノ
事
務
ヲ
分
掌
ス
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常
務
会
な
ら
び
に
主
事
制
度
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
六
月
二
一
日
に
廃
止
さ
れ
た８

）
。

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
二
月
六
日
に
定
款
が
改
定
さ
れ
、
副
社
長
が
廃
止
さ
れ
た９

）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
社
長
協
議
会
が
消
滅
し
、
理
事

会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
社
長
の
単
独
決
裁
を
受
け
る
制
度
と
な
っ
た
。
同
時
に
業
務
規
程
も
改
定
さ
れ
、
社
員
総
会
が
毎
週
一
回
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
理
事
会
審
議
後
の
議
案
を
必
要
が
あ
れ
ば
随
時
社
員
総
会
へ
附
議
す
る
こ
と
が
可
能
な
体
制
と
な
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、

業
務
規
程
の
相
談
役
に
関
す
る
条
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
た10

）
。

（
業
務
規
程
）第

五
章

相
談
役

第
九
条

当
会
社
ニ
相
談
役
二
名
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

第
十
条

相
談
役
ハ
社
員
総
会
ニ
於
テ
多
年
三
井
家
ノ
為
メ
ニ
尽
瘁
シ
功
労
顕
著
ナ
ル
者
ヲ
推
薦
シ
之
ニ
嘱
託
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

相
談
役
ハ
理
事
会
ニ
出
席
シ
其
所
見
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

さ
ら
に
同
月
二
十
一
日
に
、
定
款
と
業
務
規
定
が
改
定
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
「
特
ニ
命
シ
タ
ル
理
事
」
と
し
て
理
事
会
に
出
席
し
て
い
た
理

事
が
参
与
理
事
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た11

）
。
単
な
る
理
事
は
「
社
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
テ
当
会
社
ノ
事
務
ニ
従
事
ス
」
る
も
の
と
さ
れ
、
理
事

会
構
成
員
と
な
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
一
連
の
改
定
に
よ
っ
て
、
理
事
会
は
常
務
理
事
・
参
与
理
事
が
構
成
し
、
相
談
役
が
出
席
し

う
る
も
の
と
な
っ
た
。

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
二
月
一
九
日
、
定
款
並
に
業
務
規
程
の
改
定
が
お
こ
な
わ
れ
、
参
与
理
事
が
廃
止
さ
れ
、
同
時
に
参
与
が

置
か
れ
参
与
会
の
制
度
が
新
設
さ
れ
た
。
参
与
な
ら
び
に
参
与
会
に
関
す
る
規
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る12

）
。
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（
業
務
規
程
）第

四
章

参
与
会

第
七
条

常
務
理
事
ハ
参
与
ト
共
ニ
参
与
会
ヲ
開
キ
三
井
家
ノ
事
業
ニ
関
係
ア
ル
諸
般
ノ
事
項
ニ
付
協
議
ス

第

条

常
務
理
事
ハ
参
与
会
ニ
於
ケ
ル
協
議
ノ
経
過
ヲ
社
長
ニ
報
告
ス

（
中
略
）

第

章

参
与

第
十
四
条

当
会
社
ニ
参
与
若
干
名
ヲ
置
ク

第
十
五
条

参
与
ハ
社
員
総
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
多
年
三
井
家
ノ
事
業
ニ
携
リ
達
識
経
験
ア
ル
者
ニ
之
ヲ
嘱
託
ス

参
与
ハ
随
時
其
所
見
ヲ
社
長
ニ
開
陳
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

参
与
会
は
理
事
会
と
は
こ
と
な
り
、
傘
下
各
社
提
出
議
案
の
可
否
を
決
す
る
機
能
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
理
事
会
の
構

成
員
は
常
務
理
事
の
み
と
な
っ
た
。
な
お
「
相
談
役
ハ
理
事
会
ニ
出
席
シ
其
所
見
ヲ
述
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
規
定
は
存
続
し
て
い
た
。

理
事
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
第
１
表
の
と
お
り
に
推
移
し
て
い
る
。

１
）
「
三
井
合
名
会
社
規
則
類
輯
」
大
正
一
二
年
現
在
（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。
な
お
、
社
員
総
会
へ
提
出
す
べ
き
事
項
の
変
遷
に
つ
い

て
は
、
七
章
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

２
）

一
九
三
五
年
ま
で
の
社
員
総
会
の
開
催
日
に
つ
い
て
は
『
三
井

郎
右
衞
門
高
棟
伝
』（
三
井
文
庫

一
九

年
）
三
四
二
頁
表
三
｜
一

一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
）

前
掲
「
三
井
合
名
会
社
規
則
類
輯
」
大
正
一
二
年
現
在
。
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４
）

前
掲
『
三
井

郎
右
衞
門
高
棟
伝
』
三
一
四
頁
、
春
日
豊
「
三
井
財
閥
」（
麻
島
昭
一
編
著
『
財
閥
金
融
構
造
の
比

研
究
』
御
茶
の
水
書

房

一
九

七
年
）
二
七
頁
な
ど
。

５
）

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

月
の
組
織
改
革
に
つ
い
て
は
『
三
井
事
業
史

本
篇
第
三
巻
中
』（
三
井
文
庫

一
九
九
四
年
）
二
五

〜
二

六
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６
）
７
）

三
井
合
名
会
社
文
書
課
「
文
書
課
議
案
」
昭
和
七
年
度
（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。

８
）

三
井
合
名
会
社
文
書
課
「
文
書
課
議
案
」
昭
和
九
年
度
（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。

９
）

一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
二
月
の
組
織
改
革
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
三
井
事
業
史

本
篇
第
三
巻
中
』
二
六
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

10
）
11
）

三
井
合
名
会
社
文
書
課
「
文
書
課
議
案
」
昭
和
十
年
度
（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。

12
）

三
井
合
名
会
社
文
書
課
「
文
書
課
議
案
」
昭
和
十
四
年
度
（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。

二

理
事
会
議
案
の
概
要

１

理
事
会
議
案
処
理
の
流
れ
と
史
料

三
井
合
名
会
社
理
事
会
に
お
い
て
は
、
三
井
合
名
会
社
自
身
の
重
要
案
件
と
同
時
に
、
傘
下
の
三
井
物
産
・
三
井
鉱
山
・
東
神
倉
庫
か
ら

提
出
さ
れ
る
案
件
が
審
議
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
三
社
で
は
、
毎
回
の
取
締
役
会
で
承
認
さ
れ
た
案
件
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
「
未
決
」
と
し
て

三
井
合
名
会
社
理
事
会
へ
提
出
し
た
。
そ
れ
以
外
の
取
締
役
会
案
件
は
「
決
議
」
と
さ
れ
、
三
井
合
名
会
社
理
事
会
へ
報
告
さ
れ
た
。
三
社

か
ら
提
出
さ
れ
た
「
未
決
」
議
案
は
三
井
合
名
会
社
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
る
と
業
務
執
行
社
員
会
（
業
務
執
行
社
員
制
度
廃
止

後
は
社
長
協
議
会
、
社
長
協
議
会
廃
止
後
は
社
長
）
へ
附
議
さ
れ
、
業
務
執
行
社
員
会
（
社
長
協
議
会
、
社
長
）
の
承
認
を
得
た
後
初
め
て

正
式
に
可
決
と
な
っ
た
。
三
井
銀
行
・
三
井
信
託
・
三
井
生
命
保
険
の
金
融
三
社
に
つ
い
て
は
、
毎
回
の
取
締
役
会
か
ら
重
要
議
案
を
三
井
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合
名
会
社
へ
提
出
し
そ
の
承
認
を
求
め
る
制
度
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
東
神
倉
庫
は
、
三
井
合
名
会
社
が
所
有
す
る
東
神
倉
庫

株
式
を
三
井
物
産
に
売
却
し
た
一
九
三

年
五
月
以
降
、
三
井
合
名
会
社
で
の
議
案
審
議
対
象
外
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
各
社
取
締
役
会
議
案
の
三
井
合
名
会
社
へ
の
提
出
承
認
制
度
は
、
三
井
合
名
会
社
に
よ
る
傘
下
会
社
統
轄
の
最
も
重
要
な
手
段

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
傘
下
会
社
か
ら
三
井
合
名
会
社
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
原
案
通
り
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る１

）
。
同
時
に
、
そ
れ
は
三
井
合
名
会
社
理
事
会
で
の
審
議
が
形
式
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
傘
下
会
社

か
ら
提
出
さ
れ
る
議
案
（
お
そ
ら
く
は
そ
の
う
ち
の
重
要
な
案
件
）
に
つ
い
て
は
三
井
合
名
会
社
の
首
脳
と
の
間
で
事
前
の
折
衝
が
お
こ
な

わ
れ
、
調
整
の
済
ん
だ
議
案
が
三
井
合
名
会
社
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る２

）
。

三
井
合
名
会
社
で
は
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
で
、
そ
の
多
く
の
文
書
を
焼
失
し
て
お
り
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
理
事
会
議
案
関
係
史
料３

）
は
、
震
災
後
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。

三
井
合
名
会
社
で
は
、
毎
回
の
理
事
会
に
つ
い
て
「
理
事
会
記
録
」
を
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
理
事
会
の
開
催
日
時
、
出
席
者
、
承
認
さ

れ
た
議
案
の
件
名
と
簡
単
な
要
旨
、
協
議
事
項
、
報
告
事
項
、
供
覧
書
類
一
覧
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
理
事
会
記
録
」
は
次
回
理
事

会
で
供
覧
さ
れ
、
表
紙
に
は
理
事
会
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
の
押
印
（
も
し
く
は
花
押
）
が
な
さ
れ
た
。「
理
事
会
記
録
」
は
、
一
九
二
三

（
大
正
一
二
）
年
一
二
月
五
日
開
催
の
同
年
第
二
一
回
理
事
会
か
ら
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年

月
二
六
日
開
催
の
第
三
七
回
理
事
会

（
三
井
合
名
会
社
最
後
の
理
事
会
）
ま
で
の
も
の
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
傘
下
各
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
議
案
」
も
一
九
二

三
年
九
月
末
か
ら
一
九
四
〇
年
の
三
井
合
名
会
社
解
散
ま
で
の
も
の
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
提
出
議
案
の
全
文
で
あ
り
、
案
件
に

よ
っ
て
は
参
考
資
料
も
附
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
三
井
合
名
会
社
文
書
課
で
作
成
し
た
議
案
附
紙
が
つ
け
ら
れ
、
提
出
日
、
承
認
日
、
可
否

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
先
の
「
理
事
会
記
録
」
が
原
則
と
し
て
承
認
さ
れ
た
案
件
だ
け
を
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
議
案
」
の
綴

り
に
は
撤
回
さ
れ
た
案
件
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
承
認
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
も
提
出
か
ら
承
認
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

149

三井合名会社理事会議案の分析（１）（吉川）



な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
理
事
会
議
案
関
係
史
料
か
ら
は
、
理
事
会
提
出
前
の
段
階
で
お
こ
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
傘
下
各
社
と
三
井
合
名
会
社
首
脳
と
の

間
で
の
事
前
折
衝
の
中
身
は
窺
い
知
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
な
意
思
形
成
過
程
や
、
議
案
提
出
承
認
制
度
に
よ
る
傘
下
会
社
統
轄

の
具
体
的
な
あ
り
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
一
連
の
議
案
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議
案
提
出
承
認
制
度
を
通
じ
て
三
井

合
名
会
社
が
傘
下
会
社
の
ど
の
よ
う
な
案
件
を
掌
握
し
て
お
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

三
井
合
名
会
社
に
よ
る
傘
下
会
社
統
轄
の
実
態
を
理
解
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

２

理
事
会
議
案
の
集
計

理
事
会
議
案
関
係
史
料
か
ら
三
井
合
名
会
社
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
を
整
理
し
て
み
る
と
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
末
か

ら
三
井
合
名
会
社
が
三
井
物
産
株
式
会
社
と
合
併
し
て
消
滅
す
る
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年

月
末
ま
で
に
、
三
井
合
名
会
社
理
事
会
に

提
出
さ
れ
た
議
案
は
九
二
〇
〇
件
余
で
あ
る
。
そ
の
年
度
別
会
社
別
構
成
は
、
第
２
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
件
数
は
、
一
九
二

（
昭
和
三
）
年
の
七
一
五
件
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
以
降
年
間
四
〇
〇
件
台
に
減
少
す
る
の
は
、
一
九
三
三
（
昭

和

）
年
一
一
月
一
六
日
に
三
井
合
名
会
社
理
事
会
が
「
各
営
業
店
ヨ
リ
理
事
会
提
出
議
案
整
理
ニ
関
ス
ル
件
」
を
決
定
し
、
三
井
合
名
会

社
理
事
会
へ
の
提
出
議
案
を
整
理
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
事
会
へ
の
提
出
議
案
の
範
囲
を
（
お
そ
ら
く
は
初
め
て
）
明
文
で
規
定
し

た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
す
で
に
『
三
井
事
業
史

本
篇
第
三
巻
中
』
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
一
応
こ
こ
に
引
用
し
て
お
く４

）
。

各
営
業
店
ヨ
リ
理
事
会
提
出
議
案
整
理
ニ
関
ス
ル
件

原
則
ト
シ
テ
事
業
経
営
ノ
根
本
方
針
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
議
案
ト
ス
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一
、
人
事重

役
ノ
他
会
社
又
ハ
公
共
団
体
若
ク
ハ
政
府
特
設
機
関
等
ノ
役
員
就
任
ニ
関
ス
ル
案
件
並
ニ
主
要
ナ
ル
課
長
、
店
長
以
上
ノ
進
退
ニ
関
ス
ル

件
ハ
議
案
ト
ス

一
、
起
業
費

新
規
事
業
又
ハ
増
産
計
画
若
ク
ハ
資
金
貸
付
等
ニ
シ
テ
将
来
重
要
ナ
ル
影
響
ヲ
生
ス
ル
性
質
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
議
案
ト
ス

一
、
関
係
子
会
社

新
タ
ニ
子
会
社
ヲ
設
立
ス
ル
場
合
又
ハ
事
実
上
三
井
ニ
於
テ
管
理
ス
ル
関
係
子
会
社
ノ
経
営
ニ
重
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
ス
案
件
ハ
議
案
ト
ス

一
、
寄
附
金

三
井
ノ
方
針
ニ
関
係
ヲ
有
シ
社
会
的
ニ
意
義
ア
ル
案
件
ハ
議
案
ト
ス

一
、
規
則
ノ
制
定
改
廃

部
内
一
般
ニ
対
シ
重
要
ナ
ル
影
響
ア
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
議
案
ト
ス

一
、
決
算各

店
ノ
決
算
ハ
議
案
ト
ス
但
シ
関
係
子
会
社
ノ
分
ハ
特
ニ
重
要
ナ
ル
会
社
ニ
限
ル

其
他
ハ
総
テ
報
告
ト
ス

第
２
表
に
戻
っ
て
、
議
案
構
成
を
会
社
別
に
見
る
と
一
九
二
三
年
〜
三
一
年
は
、
三
井
鉱
山
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
三
井
合
名
会
社
、
三

井
物
産
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
二
年
〜
三
七
年
は
、
三
井
合
名
会
社
、
三
井
鉱
山
、
三
井
物
産
の
順
と
な
り
、
三

・
三
九
年
は
、

再
び
三
井
鉱
山
、
三
井
合
名
会
社
、
三
井
物
産
の
順
で
あ
る
。
三
井
鉱
山
か
ら
の
提
出
議
案
数
は
、
通
算
し
て
み
る
と
、
三
井
物
産
か
ら
の

約
一
・
五
倍
で
あ
る
。
な
お
三
井
生
命
保
険
か
ら
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
一
月
三
一
日
・
二
月
一
四
日
・
三
月
二

日
の
三
回
（
五
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第２表 三井合名会社理事会議案の提出会社別構成
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件
）
の
み
理
事
会
に
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
一
回
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
る
議
案
数
は
、
平
均
で

件
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
多
い
数
で
は

な
い
が
、
提
出
議
案
が
な
い
回
も
ま
れ
に
あ
る
一
方
で
、
時
期
に
よ
っ
て
は
議
案
の
集
中
す
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
三
月
の
団
理
事
長
暗
殺
ま
で
は
、
理
事
会
が
週
二
回
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と５

）
を
考
え
れ
ば
、
議
案
審
議
は
理
事
会
構
成
員
に
と
っ
て
か
な

り
の
負
担
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
議
結
果
は
、
第
３
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
案
件
が
理
事
会
・
業
務
執
行
社
員
会
（
社
長
協
議
会
）
で

承
認
（
可
決６

）
）
さ
れ
最
終
決
定
を
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
理
事
会
・
業
務
執
行
社
員
会
（
社
長
協
議
会
）
後
に
社
員
総
会
へ
附
議
さ
れ

て
最
終
決
定
と
な
る
も
の
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
〜
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
ま
で
は
四
件
〜
一
〇
件
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）

年
以
降
に
や
や
増
え
て
一
〇
件
〜
三
〇
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
を
除
け
ば
全
体
の
一
割
を
超
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
会
社
別
の
社
員
総
会
附
議
議
案
数
は
第
４
表
の
と
お
り
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
傘
下
会
社
か
ら
の
議
案
が
社
員
総
会
へ
附
議
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
以
降
に
附
議
案
件
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
三
井
合

名
会
社
の
組
織
改
正
に
よ
っ
て
社
員
総
会
の
位
置
づ
け
が
若
干
変
化
し
た
こ
と
に
も
よ
る
。
社
員
総
会
附
議
案
件７

）
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検

討
は
、
次
章
以
降
の
各
社
別
議
案
の
考
察
の
中
で
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。「
限
り
決
議
」
と
い
う
の
は
、
議
案
提
出
会
社
限
り
で
の
決
議

で
済
ま
せ
て
良
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
三
井
合
名
会
社
へ
の
提
出
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
協
議
の
み
」

「
不
明
」「
留
保
」
な
ど
は
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
な
が
ら
最
終
的
に
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
広
い
意
味
で
は
「
撤
回
・
取

消
」
と
と
も
に
否
決
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
も
、
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
な
が
ら
承
認
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
案

件
は
、
最
も
多
い
一
九
三

（
昭
和
一
三
）
年
で
九
件
（
率
に
し
て
二
・
一
％
）、
つ
い
で
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
の

件
（
一
・
三

％
）
で
あ
り
、
年
間
を
通
じ
て
数
件
の
ご
く
例
外
的
な
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
撤
回
・
取
消
」
案
件
の
提
出
会
社
別
構
成

は
、
第
５
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
半
ば
と
一
九
三

年
の
三
井
鉱
山
が
顕
著
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
例
外
的
に
承
認
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を
得
ら
れ
な
か
っ
た
案
件
に
つ
い
て
も
、
そ
の
詳
細
は
次
章
以
降
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

最
終
的
に
は
承
認
（
可
決
）
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
で
、
傘
下
会
社
も
し
く
は
三
井
合
名
会
社
の
各
課
か
ら
提
出
さ
れ
て
か
ら
理
事
会
・
業

務
執
行
社
員
会
（
社
長
協
議
会
・
社
長
）
に
よ
っ
て
承
認
を
得
る
ま
で
に
通
常
よ
り
も
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
通
常
は
、
三
井
合

名
会
社
文
書
課
へ
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
直
近
の
理
事
会
（
そ
の
理
事
会
開
催
日
が
議
案
提
出
日
付
と
な
る
）
に
提
出
さ
れ
て
承
認
を
得
、

そ
の
直
後
の
業
務
執
行
社
員
会
（
社
長
協
議
会
・
社
長
）
で
の
承
認
（
こ
れ
が
承
認
日
と
な
る
）
を
得
て
正
式
決
定
と
な
る
。
通
常
の
案
件

で
は
、
提
出
日＝

理
事
会
承
認
日
と
な
り
、
最
終
承
認
日
は
、
業
務
執
行
社
員
会
の
都
合
に
よ
り
、
そ
の
当
日
か
ら
四
日
目
ぐ
ら
い
の
間
と

な
っ
て
い
る
。
理
事
会
議
案
の
中
か
ら
何
ら
か
の
理
由
で
こ
う
し
た
通
常
の
承
認
日
程
を
超
え
て
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
な
も
の
を
拾
い
上
げ
る
と
第
６
表
の
よ
う
に
な
る
。
承
認
（
可
決
）
の
遅
延
と
言
っ
て
も
、
１
週
間
ま
で
の
も
の
が
半
数
を
占
め
て
い
る

が
、
最
も
長
期
の
も
の
で
は
提
出
か
ら
二
三
五
日
後
に
可
決
さ
れ
て
い
る
案
件
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
案
件
の
存
在
は
、
先
の
「
撤
回
・
取

消
」
案
件
と
と
も
に
、
三
井
合
名
会
社
理
事
会
に
よ
る
議
案
審
議
が
形
式
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
遅
延
議
案
を

提
出
会
社
別
に
見
る
と
、
第
７
表
の
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
で
も
三
井
鉱
山
提
出
議
案
が
抜
き
ん
で
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
遅
延
を
タ
イ
プ
別

に
分
類
し
た
も
の
が
第
８
表
で
あ
る
。
遅
延
の
大
半
は
、
正
式
提
出
前
か
理
事
会
で
の
審
議
段
階
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

数
は
少
な
い
も
の
の
理
事
会
で
の
承
認
（
可
決
）
後
、
最
終
承
認
（
可
決
）
ま
で
に
間
の
あ
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
構
成
員
以
外
の
意
向
を
受
け
て
最
終
承
認
が
遅
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
も
、
そ
の
詳
細
は
次
章

以
降
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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第３表 三井合名会社理事会議案の審議結果
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三井合名会社理事会議案の分析（１）（吉川）



第４表 社員総会回付議案の提出会社別構成
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第５表 撤回・取消議案の提出会社別構成
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三井合名会社理事会議案の分析（１）（吉川）



第６表 承認（可決）遅延議案の遅延日数別構成
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第７表 承認（可決）遅延議案の提出会社別構成
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三井合名会社理事会議案の分析（１）（吉川）



第８表 承認（可決）遅延議案のタイプ別構成
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１
）

前
掲
『
三
井

郎
右
衞
門
高
棟
伝
』
三
一
四
頁
、
前
掲
春
日
豊
「
三
井
財
閥
」
二
七
頁
な
ど
。

２
）

三
井
合
名
会
社
を
引
き
継
い
だ
三
井
総
元
方
に
お
い
て
は
、
議
案
提
出
に
先
立
つ
事
前
審
議
が
手
順
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
（『
三
井
事
業
史

本
篇
第
三
巻
下
』
三
井
文
庫

二
〇
〇
一
年

二
七
頁
）。
三
井
合
名
会
社
に
お
い
て
事
前
の
折
衝
が
ど
こ
ま
で
手

順
化
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

３
）

以
下
の
理
事
会
議
案
関
係
史
料
は
い
ず
れ
も
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
で
あ
る
。

４
）

三
井
合
名
会
社
文
書
課
「
文
書
課
議
案
」
昭
和

年
度
（
三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）。

５
）

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
三
月
五
日
以
前
は
、
水
曜
日
と
土
曜
日
の
午
前
中
に
理
事
会
、
午
後
に
業
務
執
行
社
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
以
降
は
、
水
曜
日
に
理
事
会
、
木
曜
日
に
業
務
執
行
社
員
会
（
一
九
三
二
年

月
五
日
以
降
一
九
三
五
年
二
月
ま
で
は
社
長
協
議
会
）
が

開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
時
期
に
つ
い
て
も
定
例
理
事
会
以
外
に
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
業
務
執
行
社
員
会
は
し

ば
し
ば
休
会
と
な
っ
て
い
た
。

６
）

理
事
会
提
出
議
案
の
冒
頭
に
付
け
ら
れ
た
附
紙
に
は
、
審
議
結
果
印
が
押
さ
れ
日
付
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
三
井
物
産
・
三
井
鉱
山
・
東
神

倉
庫
の
各
社
提
出
議
案
に
は
「
承
認
」
の
印
が
、
三
井
合
名
会
社
各
課
提
出
議
案
に
は
「
可
決
」
の
印
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
前
者

に
関
し
て
は
承
認
、
後
者
に
つ
い
て
は
可
決
と
使
い
わ
け
、
両
方
を
含
む
場
合
は
、
承
認
（
可
決
）
の
よ
う
に
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
表
記
が

煩
雑
と
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
両
方
を
含
め
て
承
認
で
す
ま
せ
た
場
合
も
あ
る
。

７
）

社
員
総
会
議
案
に
は
、
理
事
会
を
経
ず
に
直
接
社
員
総
会
議
案
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
た
社
員
総
会
議
案
全
体
に
つ
い
て
は
、

七
章
で
考
察
す
る
。

以
下
次
号
）
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